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当マニュアルは閲覧用につき、カフェマニュアル及び緊急閉鎖時の事務所機
能移動マニュアル等は除外してあります。
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新型コロナウイルス対応マニュアル  ２０２１年 夏版 

新型コロナウイルスに対する当社の考え方 

新北海道スタイル安全宣言に則り、感染拡大防止及び、安全第一のガイドスタイルを実践します。 

スタッフ、お客様が双方で安心、安全な活動ができる事を目標に活動を続けます。 

２．メニュー受け入れ体制について 
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自然体験アクティビティ受け容れについて  

 

感染拡大予防及び安全管理を目標として、積極的に運営するためのマニュアルです。 

平時の活動に感染拡大予防を付加して、確実に実施できるように、スタッフ各自が確実に行動してください。 

 

管理体制が確立したアクティビティ（以下：自然体験メニュー）を実施いたします。 

なお、北海道発表する『新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関する情報』の内容により、 

受け入れ体制や体験に制限が加えられる可能性がございます。ご理解とご了承をお願いいたします。 

 

 

 

●参加条件 

・国が定める感染拡大中の地域以外の方。 

・２週間以内の海外渡航歴がないこと。 

・過去２週間以内に、新型コロナウイルスの感染者との濃厚接触が無いこと。 

・体調の確認・・・体調不良及び発熱、頭痛、咳、倦怠感、味覚、嗅覚異常の障害が無いこと。 

・マスク等・・・マスクの装着をお願いします。 

・消毒・・・参加前に手洗いもしくはアルコール消毒をお願いします。 

 

 

●受け入れ体制 

 原則として１アクティビティ最大６名の受け入れとなります。 

団体は移動プロセス等の考慮が必要なため、受け容れ団体毎に調整させていただきます。 

なお、繁忙期には、ガイドの状況をふまえ、実施回数増などの措置を行います。 

 

 

●申し込み方法 

 ホームページの予約フォーム又はお電話にてお申し込み下さい。 

 参加当日の受付時の接触回数を軽減するため、当社ホームページ予約フォームの申込を推奨します。 

 

 

●自然体験メニュー催行について 

・新北海道スタイル安心宣言に則った形で実施いたします。 

 ・体調管理  ・手洗い  ・備品の消毒  ・催行人数の制限  ・適度な社会的距離の実施 

 ・ティータイムを実施していた自然体験メニューでは、しばらくの間ティータイムを休止させていただきます。 
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一般参加者受け入れ時の原則的な行動  

 

① 健康状態の把握 

非接触型体温計で体温の確認をします。（ボーダー 37.5℃） 

 

② 手洗いとトイレのお願い 

全ての行動を始める前に、消毒、トイレ、手洗いを済ませていただきます。 

 

③ 受付 

受付表記入。※受付表は新型コロナウイルス対応型に変更。 

当社ホームページから予約の場合は、受付表の確認とチェックのみ。 

支払いは現金又は電子決済、クレジットカード、クーポン。受け渡しはトレーを介しておこなう。 

 

④ 荷物の保管 

荷物預かりはビニール袋に入れてロッカーで保管。 

 

⑤ 出発 

 

 

 

 

団体旅行への考え方と対応について  

 

然別湖までの経路などの状態も踏まえ、密になりすぎない状態を作りながら、活動します。 

 

・到着後、各アクティビティ開始前に、アルコールによる手指消毒をします。 

 

・アクティビティごとに必要な配慮などについて記載します。 

 

・レクチャー時は、団体ごとの社会的距離を確認して、団体ごとの間隔で集合します。 

 

・原則としてマスク着用していただきます。 

 

 

以下、各詳細マニュアルに沿って実施。 

各対策マニュアルは各ガイド部会により作成したもの。 
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各メニュー毎の詳細マニュアル  

エアトリップ   
安全衛生実施策  一般：各回 １組 ６名まで。 

① 受付 

・手の消毒（アルコール消毒液） 

・健康状態の確認 

・体温の確認 

・マスク装着の確認 

・受付 

・精算（オンライン受付表の活用、キャッシュレスの推奨） 

・預かる荷物はビニールに入れて保管 

・熱射、日射病対策として水をペットボトル販売する。 

 

② 準備 

・レンタル ハーネス・雨具・長靴・手袋 

※消毒、洗浄したものを利用 

チェックリスト（・申込書（チェックシート）・非接触体温計・販売用マスク １００円・販売用水１００円・ツアー携行ドリンク用ポー

チ・水保管用冷蔵庫・簡易タープ・ビニール袋） 

 

③ 実施 

・ガイドがグループコントロールしながら実施。  ※間隔等に留意。 

 

④ 帰着 

・使用した装備はそのまま洗浄、消毒を実施。（中性洗剤・アルコールなどケースにより） 

※軍手・ヘルメット・ハーネス・長靴 

※装備は乾燥室ですぐ乾燥。（現小さい部屋） 

⑤ その他 

・お茶タイムは当分の間無し。代替え措置として、水を販売 
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カヌー・カヤック  

 

安全衛生実施策  一般：各回 １組 ６名まで。 

① 受付 

・健康状態の確認 

・体温の確認 

・マスク装着 

・受付 

・精算 

・ロッカー使用の際は、４５㍑の薄いビニール袋を渡する。 

② 準備 

・雨具（必要に応じて） 

・長靴（必要に応じて） 

・パドル 

・ライフジャケット（PFD） 

※使用後に洗濯もしくは消毒 

③ 実施 

・ガイドの誘導より実施。（操船時はマスク自由） 

④ 帰着 

・雨具と PFD とパドルをネイチャーセンター前で回収 

・装備の返却 

ライフジャケットはアルコール消毒 

雨具は中性洗剤及び流水にて洗浄。 

⑥  その他 

・ティータイムを自粛しているため、出発前に必要な飲料の購入を推奨。 
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ガイドウォーク ・ナイトウォッチング・ リバーウォッチング 
安全衛生実施策  一般：各回 １組 ６名まで。  

 

 

 

 

 

①受付（ネイチャーセンターにて実施） 

・健康状態の確認 ・体温の確認 ・マスク装着 ・受付 ・精算 

・ロッカー使用の際は、４５㍑の薄いビニール袋に入れて保管。鍵は渡します。 

②準備 

・送迎用車両の消毒と可能な換気。（エアコン等は外気で使用） 

・雨具が必要な場合レンタル。 

・長靴（散策系）※必要に応じて 

・ウェーダー（リバーウォッチング） 

※使用後に必ず洗濯もしくは消毒 

③実施 

・車による移動を伴う際は、換気を充分に行い、全員マスク着用必須。 

・ツアー中の行動は、ガイドの指示により実施。 

・ガイドはできるだけ集合を避け、社会的距離を意識しながら行動。 

④帰着 

・雨具と長靴及びウェーダーはネイチャーセンター前で回収 

・雨具は中性洗剤及び流水にて洗浄。 

・長靴は軽微な汚れの場合はアルコール消毒。ひどい汚れの場合は流水と洗剤にて洗浄。 

 

⑤ その他 

・ティータイムを自粛しているため、出発前に必要な飲料の購入を推奨。 
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カナディアンカヌー 団体受け入れ時 
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アウトドアランチ （団体専用メニュー） 

アウトドアランチの活動軸は、グループワークによる昼食作りです。 

・衛生及び感染拡大予防に注意を払いながら、料理の完成を目指します。 

・完成した鍋料理は、取り箸などを使って完全に取り分けてから食べるなど、衛生に配慮します。 

・従来 1 班８人程度から 1 班６人程度まで人数を分散させ、できるだけ密を避ける状態を作ります。 

・アウトドアランチ体験中の飲料用の水やお茶は、スタッフの目の届く場所に配置。衛生に配慮します。 
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フィッシング  

渓流で魚釣りをする自然体験メニューです。 

釣り竿の間隔は、充分に距離をとれるが、体験前後には人が集るため、社会的間隔と接触の回避をはかる。 

原則としてマスクはつけたまま実施します。 

●レクチャー 

・体験地河川より約５０ｍ離れた広場（約４０㎡）にて釣り方の説明をします。 

・釣り方及び川での安全な振る舞いなどの、セフティトークをおこないます。 

・釣り竿を各自。餌を班ごとに配布して釣りに出かけます。 

●体験 

・流域（最大約１００ｍ）を使って渓流釣りをおこないます。 

・スタッフは等間隔に範囲割りをおこない、参加者を支援します。 

・安全管理やアドバイスなど、常に参加者をバックアップをします。 

●試食タイム 

・参加者は所定の位置で釣り竿などを片付けた後に試食。 

・試食時のお茶は、使い捨ての紙コップを利用して、スタッフの目の届く状態で利用します。 

●活動終了へ 

・バスに乗り込む際に靴の泥を落とす装置をセット。バスを清潔に保ちます。 

・ガイド終了後に道具一式の洗浄と消毒を実施します。 

※今年度からフィッシングの内容を変更予定です。変更内容確定後、内容を変更します。 
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マウンテンバイク 
マウンテンバイクで平均１０ｋｍの距離を走ります。当日の下見で最終的なルートを決定しますが、概ねアップダウンのあ

る砂利道を走行します。 

感染拡大予防として実施するマスクの着用については、レクチャー時は着用していただきますが、走行時は熱中症対策

のため、間隔を開けてマスクを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●バス到着時 

・手のアルコール消毒をお願いします。 

・トイレは簡易式（２便槽）のみなので、事前経由地で済ます事を推奨します。 

●レクチャー 

・セフティトーク、自転車のサドル合わせや簡易点検、操作説明をおこないます。 

・実際に装備を身につけます。 

・フィッティング、運行前点検 

・練習タイム 

●漕ぎ出し 

１．基本コース１ 全長１０ｋｍ 高低差約８０ｍ   ２．・基本コース２ 全長６．２ｋｍ 高低差約１３６ｍ 

数回の休憩をしながら進行。スタートゴールは同地点です。 

・先頭に続いて走り、等間隔にスタッフがサポートのため配置されます。 

・最後尾に機材及びサポート用の車両が走ります。 

・スタッフ間は無線を使用して意思疎通しています。 

●ゴール 

・帰着後、装備戻し、健康状態の確認後バス移動、解散 

・終了後装備一式の清掃、消毒、整備を実施。 
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クラフト 
森の音作り （オーブン陶土を利用した土笛作り） 

 

 

 

●実施場所 

会場① 人数などを考慮し会場をネイチャーセンター内、ホテルの広間、野外タープ下で実施します。 

密な状態をできるだけ回避しながら机に４～８人程度の班分けで座ります。 

 

会場② 野外に設置した、１０人に１つ程度のコンロを設置。形成後の粘土を焼きます。 

 

●レクチャー 

・手洗いと手指の消毒をした後に着座。 

・着座した状態で一連の製作工程についての操作方法の説明を受ける。 

 

●製作開始 

・各自製作作業開始。 

・形が整った時点で野外に設置してあるコンロで焼く。 

 

●終了 

・焼き上がった時点で完了。 

・必要に応じて会場①に戻りまとめも可能。 
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万が一の際の対応について

a.スタッフの発症疑いが出た対応

毎朝検温を各自で実施。異常があった場合は、フォローチャートに沿って動く。 

新型コロナウイルス担当責任者：高附マネージャー 
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